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ショウジョウバエは、ヒトと同じように、X染色体を一本だけ持てばオス(XY)に、二本持つとメス(XX)になります。体細胞で
は、遺伝子量補償と呼ばれる機構により、X染色体上の遺伝子の発現量をメスの２倍とすることで、X染色体上の遺伝子の発現量
をオスとメスで等しくすることが知られています。本論文は、生殖細胞のもとになる細胞(始原生殖細胞)では遺伝子量補償が働
かず、オスとメスの始原生殖細胞でX染色体遺伝子の発現に2倍の差があることを見出しました。本研究は、筑波大学との共同研
究により実施され、生殖発生生物学教室では、トランスクリプトーム解析等を担当しました。
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Absence of X-chromosome dosage compensation in the primordial germ cells of Drosophila embryos.


